
平成 1 8 年度 東海 ･ 北陸地 区 国立 大学法人等

技術職員合同研修 ( 電気 ･ 電子 コ ー

ス) 参加報告

山本 好弘 ( 工 学部 ･ 工 学研 究科 計測 ･ 情報 シ ス テ ム グ ル
ー プ)

富山大 学工 学部お い て 平成 18 年 9 月 6 - 8 日 に開催 され た ､ 平成 1 8 年度東海 ･ 北陸

地 区 国立 大 学法人 等技術職員合同研 修 ( 電気 ･ 電子 コ ー

ス) - の 参加 報告を行 う｡ な

お ､ 東海 ･ 北陸地 区 の 1 3 の 機 関か ら計 2 0 名 の 参加 者が あ り ､
三 重大 学か ら は 1 名 が

参加 し た ｡

これ まで は ､ 技術職員全 員 を対象 と した 教室 系技術職員合 同研修及 び 技術専門職員

以 上 を対 象と し た技 術専門職員合 同研 修が ( 計 6 コ ー

ス) 開催さ れ て い た が ､ 平成 1 8

年度よ り現技術職員合同研 修に 集約 され た ( 全 6 コ ー

ス の 年 2 コ ー ス 開催) ｡ ま た研修

の 企画 運 営 を行う た め の 合 同研修事務連絡協議会 ( 中 ･ 長期 的な研 修計画 の 検討 を行

う) お よび 合同研 修実施委員会 ( 個別 研修計画 の 策定 を行 う) が 新た に 設 置 され た ｡

電気 ･ 電子 コ ー ス の 当番機関で あ る富 山大学が中心 と な っ て
､ 合 同研修実施委員会

が開催( メ
ー ル に よる 意見交換) され 各窓 口 委員 よ り様 々 な意見 が 寄 せ られ た ｡ 当初 ､

技術専門職員合 同研 修 の 実施が 予 定され て お り ､ ま た既 に 準備 が進 ん で い た た め意見

を反 映 さ せ る の は難 し い と の こ と で あ っ た ｡

次 に 日程 の 概略 を示 す ( 表 1) ｡ 新 た な内 容と し て ､ 参加者 全員 に よ る 技 術発 表 が追

加 され た ｡ そ の 関係 か 講義 は 1 日 目 の み の 開講 とな り ､ また独 法化 を受 けて 安全衛生

に 関す る講義が こ れ ま で の 倫理 関連 の 講義 に代 わ っ て 開講され た ｡

表 1 日程表

1 日 目 ( 9 月 6 日) 2 日 目 ( 9 月 7 日) 3 日 目 ( 9 月 8 日)

午前 実習 技術発表会

"

物作り
"

に つ い て

職場 に お け る 安全 衛 生 に

つ い て

午後

磁 気力応用 技術 に つ い て

実習
工 場 見学

立 山科学 グ ル
ー プ

高齢社会 を支援する機器

超真空 中で の 薄膜成長

意 見交換会及 び懇親会

以 下 に 主 な内容 に つ い て 簡単 に 紹介 を行う｡ 講義 の 紹介 と して
､

まず 工 学部長 の 挨

拶と して の ｢
"

物 作り
"

に つ い て｣ の 講義 に つ い て 行 う ｡ 富 山大 学で は
､ 創 造 工 学特別

実習 ､ 自 由課題 製作実習 ､ 実験実習な どの 授業科目 が あり ｡ こ の た め物作り に取り組

める よ うな環境整備 が行われ て い る と の こ と で ある ｡ こ の 講義内で 紹介 され た ｢ 酸素
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気体を簡便に 液化する 液体酸素生成 実験装置 作成 の 実例｣ も ､ 研 究室 の 学生 ( 学部 4

年生) が平成 15 年 か ら 3 年間 に わ たり 代 々 改良を重 ね た も の で あり ､
｢ も の づ く り ･

ア イ デ ア コ ン テ ス ト i n 新潟｣ で 1 位 ､
｢ も の づ く り ･ ア イ デ ア コ ン テ ス トi n 長崎｣ で

ユ ニ ー ク寅 を受 賞 して い る ｡ なお ､ 物 作り の 環境 と し て 機械工 場 の 技術職員も 関与 し

て お り ､ 今回 の テ
ー

マ に お い もガ ラ ス 工 作 ､ 旋盤 工 作､
ね じ切 り 工 作 ､ 孔 空 け工 作等

の 支援を行 っ た と の こ と で ある .

専門 分野 の 講義 の 中 か ら ､
｢ 高齢社会 を支援す る機 器｣ を紹 介する . こ の 内容は

､ 関

連する施設 ､ メ
ー カ と の 共 同 作業 に よ り

､ 各施設 等 の 現場 で 役 立 つ 機器 の 開発 を行 っ

て い る 事例お よ び 関連 製品 の 紹 介 ( 在宅健 康管理 の た め の 生理 量自動計測 シ ス テ ム ､

転倒 ･ 転落 の 防止
､ 俳細事故 の 防 止 ､ 口 腔ケ ア 等) とな っ て い る ｡ 最先端 の 研 究成果

で は無く ､ 既存 の 技術 を 工 夫する こ とに よ り ある 程 度 の 成果 を上 げて お り , 今後社会

貢献活 動を考 えて 行く 上 で の 参考 に な っ た o なお
,

こ の 開発 に は 各施設 ､ メ
ー

カ と の

連携 が必 要 で あり様 々 な苦労が あ っ た と の こ と で ある ｡ なお ､
こ の 成果 は平 成 1 8 年 9

月 2 7 日 - 2 9 日 に 開催され た ｢ 第 3 3 回 国際福祉機器 点( H R C )｣ に て 紹介 され て い る

( U R L : b t t :// w w w .h c r . o r , /i n d e x . h t m l)

実習 は ､ U S B デ バ イ ス の 製作実習 ( A コ ー ス ) ､ 電 磁 界 の 計算 実習 ( B コ
ー

ス) の

2 コ ー

ス が あ り , 参加 申 し込 み の 際に 事 前 に 希望 申請 を行 う ( 当 日 の 受講者 は ､ A コ

ー

ス 1 2 名 ､ B コ
ー

ス 8 名) ｡ なお
､ 情報 交換会で の 自 己 紹介内 の 話 し と して は ､ A コ

ー

ス を希望 した が B コ ー

ス - 変更 され た方 も複数名 お られ た よ う で ある ｡

受講 した A コ
ー

ス の 内 容を簡 単に 紹介す る( 両 コ
ー

ス の 概 要 に つ い て は後 述 する) ｡

午前中に U S B コ ン ト ロ
ー ラ ( U S B コ ン ト ロ

ー ラ U S B N 9 6 03 を用 い
､

こ れ の 制御 に PI C

マ イ コ ン を用 い た も の) の 製作 ( は ん だ付 け 等) を行 い ､ 午後 か ら こ の U S B コ ン ト ロ

ー ラ の プ ロ グラ ム の 作成お よ び W i n d o w s 側 の 制御 プ ロ グ ラ ム の 開発 を行う 内容 とな

っ て い る ｡ U S B コ ン ト ロ
ー ラ側 の 開発 環境 と して M P L A B 7 .2 0 ､ W i n d o w s 側 の 開発 環

境と して Vi s u al B A S I C を用 い た o プ ロ グラ ム の 基 本部分 は既 に 用意 され て お り
,

テ
ー

マ 毎に 必要 な箇所 を記 述する 形 で 進 め られ た c

実 習 の 風 景

技術発 表会 は ､
5 名毎 ､ 4 ブ ロ ッ ク に 分 けて 発 表 5 分 ､ 討論 3 分 の 計 8 分で 行われ た .

ま た ､ 進 行 ( 司会 ､ 司会補助 ､ 各ブ ロ ッ ク 毎 に各 1 名) も参 加 者 に より 行われ た o テ

ー

マ は ､
｢ 技 術職 員 と して 行 っ た 実験 ･ 実 習 ･ 研 究に 関す る技 術発表 , 所 属機 関 で 実施
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した研修 ､
公 開講座等 に関する 取り組み の 紹介｣ で あ り ､ 事前 に A 4 ､

1 ペ ー ジ の 予 稿

の 提出を行 っ た ｡ ま た ､ 当 日 の 発 表 は P o w e r P oi n t に よ る発 表 で あり ､ 原稿デ ー タ は

u s B メ モ リ で 持参 した .

工 場見学 は ､ 立 山科学 グル
ー プ に お邪魔 し た ｡

立 山科学 グ ル
ー プ は

､
立 山科学工 業

を中心 と し た企 業グ ル
ー プ で

､
電子 部品 ､ 電 子機器 の 製造販 売 ､

F A シ ス テ ム 機器 の 開

発製造 ､ 精密実装機器 の 製造等 を手 掛 けて い る ｡ 今回 は
､

産学関連 に つ い て の 説明 ､

質疑応答 ､ グル
ー プ 各社 の 製品紹 介 の あ と

､
F A シ ス テ ム 機器 の 開発 製造 ､ チ ッ プ 部品

の 製造お よ び無線応用製 品 の 製造現場 の 見 学 を行 っ た ｡ な お
,

各見 学場所お よび 最後

の 質疑応答も含 め 技術者 の 方 々 に は丁 寧 に答 えて い た だ き大 変参考 に な っ た ｡

最後に 本研修 を企 画 ･ 開催 して い た だ い た 富 山大学関係者 の 方 々
､

また こ れ だ け の

内容が 充実 した 実習 の 準備 ､ 担当 を行 われ た ス タ ッ フ の 皆様 に 深 く 感謝致 します ｡

実習の概要

A コ
ー

ス 【US B デバイス の製作実習】

王= 王且: 博子 僻 制御のための オリジナル U S B デバイス の製作菜凱

美智内容: 車乗y で はuSB コントE)
一

っl = USB N9603 け ショナルセミコ ン ダクタ牡) ､ デ/ 1
'

< ス 伽コ

ントロ ー ラに PIC マイコン善用いてオリジナル U S B デバイス の製作東軍を行う. W]nd 8 W S 碍填で

pIC マイコ ンの U S 8 T

-

バ イスブE) グラム の作成と組み 込 れ Vis u aI B a sic でJ (ソコ ン朋 U SB アプリ

ケ ー ション1 ロ グラミングの作成など行う. この実習を透して US B ヂJ ( イス の恥仲原理を学ぶと

ともに､
US8 インタ ー フェ ー ス を使っ たオリジナル 屯手練卦の 設計･ 製作の ための 基本知持と 棚

を習得する.

美甘で使用する散村は主にr 電子 工作の 実験室｣(hltp :// w w w .pi cfu n . c o r n n で公Ba されてい る

内申a)もa)を使用します｡ PIC の 脱尭確鰍土N PL ^ 8 了.20 拍 は M P AS M を使用します｡ 集官

内容を理解して7E( ために ､ 上記ホ
ー ム ペ ー

ジを参考 にして下さい｡

B コ
ー ス 【電磁界の計算実習】

至≡ 雲量: r電溢界の計31とF D T ロ法を用いたシミュ レ ー ションJ

裏革車重: 近年電描界# 析などさまぎまな分野にて使われて い る数値計井の -

つ である時間額

城主分建( F D T D 法)を学ぶ｡ 本来菅で はC 貫皆にてプEl グラム を作成してパソコ ン( M a c ) にて

簡単な電磁界現象の シミュ レ ー ションを行う. また､ 電租界計淵辞( 電鍵漉レ ぺJL ･メ ー

タS P ､ 共立

電子産兼( # )) を製作してその現象の新剤も掛 l
. シミュ レ ー ション榛東と比改する. この実習を

遺してF D T D 法につ いて学び､ シミュ レ ー ションを行う件 の各線条件( 境界条件. セ ルサイズ_ 時

間ス テップ専) の 設定につ い て並構知識を晋帝する｡
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